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道 標 学校における合理的配慮と基礎的環境整備とは
特別支援教育が本格的に実施となった平成 19 年に，

我が国は「障害者の権利に関する条約」に署名をした。
それを受け「障害者基本法」の改正，「障害を理由と
する差別の解消に関する法律」（以下 ｢障害者差別解
消法｣）の制定など国内法を整備し，平成 26 年１月同
条約の批准に至った。これらの中で合理的配慮提供の
法的義務などが示され，並行して教育分野においては，
平成 24 年７月に中央教育審議会初等中等教育分科会
が「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育シス
テムの構築のための特別支援教育の推進 ( 報告 )」を
取りまとめた。

教育分野における「合理的配慮」とは，同報告によ
れば「障害のある子どもが，他の子どもと平等に『教
育を受ける権利』を享有・行使することを確保するた
めに，学校の設置者及び学校が必要かつ適当な変更・

調整を行うこと」である。
本県では，「障害を理由とする差別の解消の推進に

関する千葉県教育委員会職員対応要領」を策定し，平
成 28 年４月から施行されている。

県立学校長及び各教育事務所長を経て市町村教育長
に「公立学校における障害を理由とする不当な差別的
取扱いの禁止及び合理的配慮の提供義務について」に
より，すべての公立学校の校長に対して，本人・保護
者への周知及び適切な対応を通知した。

本号では，インクルーシブ教育システムの構築に向
けた視点の一つである「合理的配慮」の提供，及び ｢基
礎的環境整備｣ について ｢障害者差別解消法｣ が施行
された今，実際に学校でどのような取組が求められて
いるかを考える。
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